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【9月定例会】
令和6年度決算　　 ・・・   2
補正予算、陳情など　    ・・・   5
7 月臨時会など　　　    ・・・   6
一般質問　　　　　　 ・・・   7
傍聴者の声など　　　    ・・・  11
議会の活動など               ・・・  12

募集対象者：中学生以上 30 歳以下
募 集 人 数：20 人（先着順）
申 込 期 限：2025 年 11 月 28 日
主　　　催：遠賀町議会

将来を担う若者に、遠賀町や議会のことを
もっと知ってもらうために開催します。

詳細・申込は
こちらから
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会　計　名 歳　入 歳　出 差引残額
一 般 会 計 ９９億６２１８万円 ９６億５８５４万円 ３億　３６４万円

下 水 道 事 業 会 計
（収益的）６億１７２９万円 ６億　６９５万円 １０３４万円
（資本的）２億９３１５万円 ４億５４１８万円 ▲１億６１０２万円

特
別
会
計

国民健康保険事業 ２１億４４５０万円 ２０億８８７８万円 ５５７２万円
住宅新築資金等貸付事業 ８２５万円 ７９０万円 ３４万円
遠賀霊園事業 1 億５６６２万円 １億５２１４万円 ４４８万円
土地取得 ３０４万円 ２９９万円 ５万円
後期高齢者医療 ４億５３５５万円 ４億４８６８万円 ４８７万円

定例会９月

　 監査委員
　　 審査意見書（抜粋）

〇本年度の普通会計の決算は、
　　６，０９３万円の黒字である。
〇決算規模は、前年度と比較して拡大し
　ている。その主な理由は、電力・ガス・
　食料品等価格高騰一体支援給付金
　事業費補助金の皆増による国庫支出
　金の増加や、ふるさと納税の増による寄
　附金の増加によるものである。
（注）皆増
　

●今後の課題
①駅南整備事業に関する経費。
②小中学校をはじめとした公共施設等の
　修繕が集中する。
③異常気象などへの災害対策。
　その他、夏季の高温に伴う熱中症対策
　など、新たな課題への対応もあり厳しい
　財政になることが予測される。

（注）

一般会計 歳 入　　（万円未満四捨五入）

町税の税目別収入状況 （万円未満四捨五入）

固定資産税
9億9752 万円

軽自動車税
7161万円

たばこ税
1億57 19万円

町民税
8億7952 万円

令和6年度  ２1億585万円

歳入総額
99億6218万円

依存財源　58.7％
（内訳）
国・県支出金　 25.2％　 地方交付税　 21.6％
地方消費税交付金　    4.7％　 町負（借入金）　　4.1％
そ の  他　　3.1％

 令和 6 年度　各会計歳入歳出決算一覧 （万円未満四捨五入）

自主財源　41.3％
（内訳）
町　　税　 21.1％　 寄 付 金　　9.6％
繰 入 金　　3.1％　 繰 越 金　　2.8％ 
分担金・負担金　　2.3％　 諸 収 入　　1.4％
そ の 他　　1.0％

※表の金額は万円未満を四捨五入していますので、差引残額に差異がある場合があります。

ふるさと納税過去最多！ふるさと納税過去最多！ 　９月定例会は、９月2日から17日まで
の16日間開催されました。
　議案は、令和6年度一般会計と6つ
の特別会計等の決算認定、条例改正、
令和7年度一般会計補正予算など、16
議案が上程され、慎重審議を行いました。

●みらいテラス指定管理業務委託料（一般財源分）　２５００万円
●妊婦健康診査委託料　　　　　　　　　　　　　  １０００万円
●子ども医療費助成事業（一般財源分）　　　　　　１２００万円
●町道草刈り業務委託料　　　　　　　　　　　　  １４００万円
●学校給食配送・調理業務委託料　　　　　　　　  １４００万円

（総額：2億74万円）ふるさと納税の主な使い道
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会　計　名 歳　入 歳　出 差引残額
一 般 会 計 ９９億６２１８万円 ９６億５８５４万円 ３億　３６４万円

下 水 道 事 業 会 計
（収益的）６億１７２９万円 ６億　６９５万円 １０３４万円
（資本的）２億９３１５万円 ４億５４１８万円 ▲１億６１０２万円

特
別
会
計

国民健康保険事業 ２１億４４５０万円 ２０億８８７８万円 ５５７２万円
住宅新築資金等貸付事業 ８２５万円 ７９０万円 ３４万円
遠賀霊園事業 1 億５６６２万円 １億５２１４万円 ４４８万円
土地取得 ３０４万円 ２９９万円 ５万円
後期高齢者医療 ４億５３５５万円 ４億４８６８万円 ４８７万円

定例会９月

　 監査委員
　　 審査意見書（抜粋）

〇令和６年度の普通会計の決算は、
　　６，０９３万円の黒字である。
〇決算規模は、前年度と比較して拡大し
　ている。その主な理由は、電力・ガス・
　食料品等価格高騰一体支援給付金
　事業費補助金の皆増による国庫支出
　金の増加や、ふるさと納税の増による
　寄附金の増加によるものである。
（注）皆増

●今後の課題
①駅南整備事業に関する経費。
②小中学校をはじめとした公共施設等の
　修繕が集中する。
③異常気象などへの災害対策。
　その他、夏季の高温に伴う熱中症対策
　など、新たな課題への対応もあり厳しい
　財政になることが予測される。

（注）

一般会計 歳 入　　（万円未満四捨五入）

町税の税目別収入状況 （万円未満四捨五入）

固定資産税
9億9752 万円

軽自動車税
7161万円

たばこ税
1億57 19万円

町民税
8億7952 万円

令和6年度  ２1億585万円

歳入総額
99億6218万円

依存財源　58.7％
（内訳）
国・県支出金　 25.2％　 地方交付税　 21.6％
地方消費税交付金　    4.7％　 町負（借入金）　　4.1％
そ の  他　　3.1％

 令和 6 年度　各会計歳入歳出決算一覧 （万円未満四捨五入）

自主財源　41.3％
（内訳）
町　　税　 21.1％　 寄 附 金　　9.6％
繰 入 金　　3.1％　 繰 越 金　　2.8％ 
分担金・負担金　　2.3％　 諸 収 入　　1.4％
そ の 他　　1.0％

※表の金額は万円未満を四捨五入していますので、差引残額に差異がある場合があります。

ふるさと納税過去最多！ふるさと納税過去最多！ 　９月定例会は、９月2日から17日まで
の16日間開催されました。
　議案は、令和6年度一般会計と6つ
の特別会計等の決算認定、条例改正、
令和7年度一般会計補正予算など、16
議案が上程され、慎重審議を行いました。

●みらいテラス指定管理業務委託料（一般財源分）　２５００万円
●妊婦健康診査委託料　　　　　　　　　　　　　  １０００万円
●子ども医療費助成事業（一般財源分）　　　　　　１２００万円
●町道草刈り業務委託料　　　　　　　　　　　　  １４００万円
●学校給食配送・調理業務委託料　　　　　　　　  １４００万円

（総額：2億74万円）ふるさと納税の主な使い道
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一般会計 歳 出　 （万円未満四捨五入）

※町財政状況の詳細は、遠賀町ホームページをご覧ください。
※表の金額は万円未満を四捨五入していますので、小計と合計に差違がある場合
　があります。

民生費

３７億９３７万円

総務費

２２億５８０１万円

教育費

7億４０８２万円

消防費

２億９１７０万円

公債費
（借入金の返済）

６億２７２５万円

その他
　

４億４３８５万円
（内訳）
農林水産業費　1 億 8006 万円
商 　工 　費　1 億 4241 万円
議　 会 　費　1 億 1979 万円
災 害 復 旧 費　　　   159 万円

歳出総額
96億5854万円

民生費
38.4％

教育費
7.7％

土木費
11.4％

総務費
23.4％

消防費
3.0％

その他
4.6％

公債費
（借入金の返済）
6.5％

土木費

１１億３７６万円

衛生費
5.0％

  令和 6 年度 決算認定
決算規模は、前年度と比較して拡大

（一般会計・国民健康保険事業特別会計・　　
　後期高齢者医療特別会計　　 賛成多数認定）
（その他すべて　 　　　　　　全員一致認定）

衛生費

４億８３７８万円

ふるさと納税過去最多！ふるさと納税過去最多！

　　　　要望が多い集合型屋外納骨施設
　　　　　　　　　　　　 １７４９万円
　　156区画（占有区画１が72、占有区画２が56、
　　共有区画28）が遠賀霊園内に完成しました。

　   開発が進む遠賀川駅南土地区画整理事業
　　　　　　　　　　　　２億４７０６万円
　生活道路や上水道の設計、道路や水路の工事
　委託、上水道管の布設工事を実施しました。

（令和6年度寄付額：9億5351万円）（令和6年度寄付額：9億5351万円）
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一般会計 歳 出　 （万円未満四捨五入）

※町財政状況の詳細は、遠賀町ホームページをご覧ください。
※表の金額は万円未満を四捨五入していますので、小計と合計に差違がある場合
　があります。

民生費

３７億９３７万円

総務費

２２億５８０１万円

教育費

7億４０８２万円

消防費

２億９１７０万円

公債費
（借入金の返済）

６億２７２５万円

その他
　

４億４３８５万円
（内訳）
農林水産業費　1 億 8006 万円
商 　工 　費　1 億 4241 万円
議　 会 　費　1 億 1979 万円
災 害 復 旧 費　　　   159 万円

歳出総額
96億5854万円

民生費
38.4％

教育費
7.7％

土木費
11.4％

総務費
23.4％

消防費
3.0％

その他
4.6％

公債費
（借入金の返済）
6.5％

土木費

１１億３７６万円

衛生費
5.0％

  令和 6 年度 決算認定
決算規模は、前年度と比較して拡大

（一般会計・国民健康保険事業特別会計・　　
　後期高齢者医療特別会計　　 賛成多数認定）
（その他すべて　 　　　　　　全員一致認定）

衛生費

４億８３７８万円

ふるさと納税過去最多！ふるさと納税過去最多！

　　　　要望が多い集合型屋外納骨施設
　　　　　　　　　　　　 １７４９万円
　　156区画（占有区画１が72、占有区画２が56、
　　共有区画28）が遠賀霊園内に完成しました。

　   開発が進む遠賀川駅南土地区画整理事業
　　　　　　　　　　　　２億４７０６万円
　生活道路や上水道の設計、道路や水路の工事
　委託、上水道管の布設工事を実施しました。

（令和6年度寄附額：9億5351万円）（令和6年度寄附額：9億5351万円）



42025.10.25 遠賀議会だより No.180

令和6年度一般会計、下水道事
業会計、５つの特別会計の歳入
歳出決算について、各担当課か
ら主要施策の事業実績を中心
に概要聴取を行い、予算がどの
ように事務事業に反映されたか
を審査しました。

審査報告審査報告審査報告
決算特別委員会決算特別委員会

99 月月 88 日日 〜 1 0 日〜 1 0 日9 月 8 日 〜 1 0 日

令和6年度令和6年度令和6年度

決算特別委員会
委
員
長
報
告

　

歳
入
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、　

　
「
町
税
の
徴
収
が
効
果
的
に
な

さ
れ
て
い
る
か
」「
補
助
金
を
予

算
通
り
に
確
保
で
き
て
い
る
か
」

　
「
そ
の
他
収
入
確
保
の
努
力
が

十
分
で
あ
っ
た
か
」
を
審
査
し

ま
し
た
。

　

歳
出
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

　
「
支
出
が
適
法
適
正
に
な
さ
れ

て
い
る
か
」「
不
用
額
は
妥
当
で

あ
る
か
」「
予
算
の
流
用
や
予
備

費
の
充
当
は
適
正
か
」「
補
助
金

の
効
果
が
上
が
っ
て
い
る
か
」

な
ど
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
全
議
案
を
認

定
し
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会

～
私
た
ち
が
審
査
し
ま
し
た
～

副
委
員
長

委
員
長

田
代　

順
二

野
口
久
美
子

松
尾　

啓
太

下
段 

右
か
ら

上
段 

右
か
ら　
　

二
村　

誠
司

舛
添　

博
孝

中
野　

嘉
徳

発
電
機
に
つ
い
て
、
点

検
の
頻
度
は
ど
の
く
ら
い
か
。

ま
た
、
３
台
で
足
り
る
の
か
。

発
電
機
は
年
1
回
の
点

検
を
行
っ
て
い
る
。
現
時
点
で

は
十
分
に
足
り
て
い
る
が
、
大

規
模
災
害
に
備
え
て
数
の
検
討

は
常
に
行
っ
て
い
き
た
い
。

花
火
大
会
の
再
開
は
検

討
し
て
い
る
の
か
。

夏
ま
つ
り
は
令
和
６
年

12
月
に
中
止
の
報
告
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
具
体
的
に
は
決

ま
っ
て
い
な
い
が
、
花
火
を
打

ち
上
げ
ら
れ
る
場
所
を
検
討
し

て
い
る
。
ま
た
時
期
が
き
た
ら

報
告
す
る
。

こ
ん
な
質
疑
が

こ
ん
な
質
疑
が

　
　
　

あ
り
ま
し
た

　
　
　

あ
り
ま
し
た

委 

員

委 

員

委 

員

委 
員

委 

員

課 

長

課 

長

課 

長
課 

長

課 

長

Ｐ
Ｉ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
の
シ
ェ
ア

オ
フ
ィ
ス
は
、
利
用
が
な
く
６

席
空
い
て
い
る
。
昨
年
と
同
じ

状
況
だ
が
、
形
態
変
更
を
す
る

考
え
は
。募

集
は
か
け
て
い
る
が

追
加
で
希
望
す
る
声
が
上
が
っ

て
い
な
い
。
今
後
の
利
用
に
つ

い
て
は
、
ど
う
い
う
形
態
に
し

て
い
く
の
か
と
い
う
検
討
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
る
。

結
婚
新
生
活
支
援
事
業

補
助
金
の
対
象
は
、
39
歳
未
満

と
な
っ
て
い
る
が
、
39
歳
で
も

40
歳
で
も
経
済
的
負
担
に
変
わ

り
は
な
い
。
少
子
化
対
策
や
定

住
促
進
に
も
な
る
の
で
本
町
独

自
の
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
考
え
は
。

さらなる活性化が望まれるPIPIT

建設から39年経過した漕艇場の宿泊棟

国
、
県
か
ら
の
補
助
金

で
運
営
し
て
い
る
の
で
そ
の
要

件
に
合
致
し
た
と
こ
ろ
で
運
用

し
て
い
る
。
今
後
の
課
題
で
は

あ
る
が
、
現
在
は
拡
充
を
考
え

て
い
な
い
。

漕
艇
場
が
あ
る
自
治
体

は
県
内
で
も
本
町
だ
け
で
あ
り
、

非
常
に
希
少
価
値
が
あ
る
と
考

え
る
。
宿
泊
施
設
を
も
う
一
度

整
備
す
る
考
え
は
な
い
か
。

漕
艇
場
は
建
設
か
ら
か

な
り
の
年
数
が
経
過
し
て
い
る
。

新
た
に
改
修
す
る
の
か
、
別
の

目
的
で
も
使
え
る
よ
う
に
す
る

の
か
、
検
討
の
必
要
が
あ
る
。

現
状
で
は
す
ぐ
に
改
修
と
い
う

の
は
考
え
て
い
な
い
。



5 2025.10.25 遠賀議会だより No.180

工事が行われる千代丸の交差部分

購入予定の可搬式ポンプ
（イメージ図）

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

令和 7 年度

１
億
２
１
９
２
万
円
増
額

（
万
円
未
満
四
捨
五
入
）

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
（
全
員
一
致
可
決
）

　

第
５
回
目
の
補
正
予
算
は
、

１
億
２
１
９
２
万
円
を
増
額
し
、

予
算
規
模
は
１
１
１
億
８
４
４

３
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
も
の
】

消
防
用
備
品
の
購
入

賛 

成 

討 

論

　

道
路
を

　

  

新
設
す
る
た
め
の
費
用

島
門
小
学
校
の
体
育
館
と

校
舎
３
階
男
子
ト
イ
レ
の

　
　
　

雨
漏
り
補
修
工
事

２
１
３
万
円

　

消
防
用
と
し
て
可
搬
式
ポ
ン

プ
１
台
と
専
用
台
車
、ホ
ー
ス
、

筒
先
な
ど
を
購
入
し
ま
す
。

５
８
０
０
万
円

　

国
の
補
助
金
が
交
付
さ
れ
た

た
め
、
千
代
丸
の
交
差
部
分
の

工
事
を
前
倒
し
し
て
行
い
ま
す
。

２
１
８
万
円

陳

情

人
事
案
件

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
　
　
　
（
全
員
一
致
同
意
）

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
再
度
任

命
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
好　

純
子　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
区
）

●
任
期

　

令
和
７
年
10
月
６
日
か
ら

　

令
和
11
年
10
月
５
日
ま
で

最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業

支
援
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

の
採
択
を
求
め
る
陳
情
書

　
　
　
（
賛
成
少
数
不
採
択
）

全
労
連
の
調
査
で
は
、

田
代
議
員

生
活
費
は
全
国
ど
こ
で
も
月
額

24
万
円
、
時
給
１
５
０
０
円
以

上
必
要
な
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
て
お
り
、
全
国
一
律
の
最
低

賃
金
制
度
に
改
正
す
べ
き
で
あ

る
。
財
源
は
、
大
企
業
の
内
部

留
保
に
課
税
す
べ
き
だ
。

最
低
賃
金
は
社
会
全

野
口
議
員

体
に
関
わ
る
大
き
な
問
題
だ
。

物
価
高
騰
や
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の

回
復
を
受
け
て
、
政
府
も
で
き

　

島
門
小
学
校
体
育
館
の
壁
際

天
井
が
防
水
膜
の
劣
化
に
よ
り

雨
漏
り
し
て
い
る
た
め
補
修
工

事
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
校
舎
３
階
の
男
子
ト

イ
レ
も
雨
漏
り
し
て
い
る
た
め

併
せ
て
補
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

●
陳
情
者

福
岡
県
労
働
組
合
総
連
合

　
　
　
　

議
長　

三
苫　

哲
也

北
九
州
地
区
労
働
組
合
総
連
合

　
　
　
　

議
長　

安
達　

靖
史

●
陳
情
の
趣
旨

　

県
内
で
働
く
労
働
者
は
物
価

高
騰
で
苦
し
い
生
活
に
あ
え
い

で
い
ま
す
。
必
要
な
最
低
生
計

費
は
、
月
に
24
万
円
か
ら
26
万

円
、
時
給
１
５
０
０
円
か
ら
１

７
０
０
円
で
す
。
そ
の
た
め
に
、

政
府
の
助
成
や
単
価
改
善
施
策

な
ど
、
財
政
出
動
に
よ
る
中
小
・

零
細
企
業
支
援
が
必
要
で
す
。

●
意
見
書
の
項
目

１
．
政
府
は
最
低
賃
金
法
を
全

国
一
律
制
度
に
改
正
す
る
こ
と
。

２
．
政
府
は
労
働
者
の
生
活
を

支
え
る
た
め
最
低
賃
金
を
直
ち

に
１
５
０
０
円
を
目
指
す
こ
と
。

３
．
政
府
は
最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
が
で
き
、
経
営
が
継
続
で

き
る
よ
う
に
、
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
所
へ
の
支
援
策
を
抜

本
的
に
拡
充
・
強
化
し
、
国
民

の
生
命
と
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
。

る
だ
け
早
期
に
全
国
加
重
平
均

１
０
０
０
円
以
上
を
目
指
す
と

い
う
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

反 

対 

討 

論

仲
野
議
員

仲
摩
議
員

福
岡
地
方
最
低
賃
金

審
議
会
で
は
、
65
円
ア
ッ
プ
の

賃
上
げ
は
賛
成
だ
が
、

急
激
な
最
低
賃
金
の
増
加
は
、

中
小
企
業
や
個
人
事
業
主
の
倒

産
、廃
業
、失
業
率
の
増
加
な
ど
、

社
会
に
ひ
ず
み
を
生
む
。

　

ま
た
、
最
低
賃
金
が
上
が
り

物
価
が
上
昇
す
る
と
、
負
担
を

強
い
ら
れ
る
の
は
、
年
金
生
活

の
高
齢
者
や
生
活
保
護
世
帯
だ
。

１
０
５
７
円
と
い
う
金
額
が
示

さ
れ
た
。
こ
の
意
見
書
は
理
解

で
き
る
が
、
労
働
者
側
と
経
営

者
側
、
ま
た
大
学
教
授
な
ど
の

有
識
者
も
入
っ
た
中
で
出
さ
れ

た
答
申
な
の
で
、
１
０
５
７
円

と
い
う
金
額
を
支
持
す
べ
き
だ
。
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臨臨    

時時    

会会

臨  

時  

会

77 月月

（
全
員
一
致
可
決
）

　

第
４
回
目
の
補
正
予
算
は
、

１
億
８
１
９
９
万
円
を
増
額
し
、

予
算
規
模
は
１
１
０
億
６
２
５

１
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

７
月
16
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
主
な
も
の
】１

億
４
９
８
０
万
円

　

米
価
、
燃
料
費
の
高
騰
や
米

国
の
関
税
引
き
上
げ
、
ま
た
、

７
月
か
ら
の
食
料
品
価
格
の
一

斉
改
定
な
ど
、
物
価
高
騰
の
影

響
を
受
け
る
す
べ
て
の
町
民
へ

の
支
援
と
し
て
、
物
価
高
騰
対

策
商
品
券
を
配
布
し
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

令和 7 年度

１
億
８
１
９
９
万
円
増
額

（
万
円
未
満
四
捨
五
入
）

一
般
会
計
補
正
予
算

   

全
町
民
に
商
品
券
を
配
布

   

１
世
帯
当
た
り
１
万
円  

   
２
人
目
以
降
５
０
０
０
円

保
育
施
設
の
給
食
を
支
援

７
３
３
万
円

　

物
価
高
騰
の
中
、
保
護
者
が

負
担
す
る
給
食
費
の
値
上
げ
を

行
わ
ず
給
食
を
提
供
し
て
い
る

町
内
保
育
事
業
者
を
支
援
す
る

た
め
、
県
の
補
助
金
を
活
用
し
、

町
か
ら
園
に
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

戸
別
受
信
機
を
全
世
帯
へ
無
償

貸
与
し
ま
す　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

６
億
８
３
０
万
円

契　

約　

（
万
円
未
満
四
捨
五
入
） 遠賀川保育園の給食

　

庁
舎
の
防
災
機
能
を
強
化

  （
２
階
化
）
す
る
た
め
の
工
事

を
施
工
し
ま
す
。
空
調
設
備
の

更
新
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
ト
イ
レ
洋

式
化
な
ど
の
工
事
も
実
施
し
ま

す
。

庁
舎
の
防
災
機
能
を
2
階
へ
移

転
し
ま
す　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

１
億
７
３
８
０
万
円2 階化工事が始まった庁舎

賛否が分かれた議案　（○：賛成　 ▲：反対 　欠：欠席）　※全員一致の 12 議案は除いています。

議席番号 １２３４５６７８9 101112 13

会議名 仲
摩
野
口
田
代
松
本
立
石
萩
尾
濵
田
松
尾
二
村
舛
添
仲
野
中
野
織
田

９月
定例会

令和６年度遠賀町一般会計歳入歳出決算の認定について ○○▲欠○○○○○○○○（
議
長
）

令和６年度遠賀町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について ○○▲欠○○○○○○○○
令和６年度遠賀町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について ○○▲欠○○○○○○○○
最低賃金の改善と中小企業の拡充を求める意見書の採択を求める陳情書 ▲▲○○欠▲▲○▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲

議案名
議員名

契　

約　

（
万
円
未
満
四
捨
五
入
）

　

児
童
・
生
徒
の
熱
中
症
対
策

や
避
難
所
の
環
境
改
善
を
行
う

た
め
、
町
内
全
５
校
（
小
学
校

３
校
・
中
学
校
２
校
）
の
体
育

館
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
ま
す
。

●
工
期

　
　

令
和
８
年
3
月
31
日
ま
で

●
契
約
金
額

　
　
　
　

１
億
９
７
８
９
万
円

●
契
約
の
相
手
方

　
　
　
　
　

株
式
会
社
電
友
社

町
内
の
小
中
学
校
体
育
館
に
エ

ア
コ
ン
を
設
置　
　
　
　
　
　

　
　
　
（
全
員
一
致
可
決
）

　

虫
生
津
団
地
Ｂ
棟
の
屋
根
と

外
壁
を
改
修
し
ま
す
。

町
営
住
宅
の
改
修
工
事　
　
　

　
　
　
　
　
（
全
員
一
致
可
決
）

●
工
期

　
　

令
和
８
年
１
月
30
日
ま
で

●
契
約
金
額

　
　
　
　
　
　

５
４
４
５
万
円

●
契
約
の
相
手
方

　
　
　

株
式
会
社
志
道
工
務
店

　

災
害
時
の
緊
急
放
送
や
緊
急

を
要
す
る
事
態
に
、
国
・
県
・

町
か
ら
の
情
報
を
迅
速
か
つ
確

実
に
伝
達
す
る
た
め
、
無
線
放

送
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。

　

町
内
全
戸
や
公
共
施
設
な
ど

に
「
住
民
負
担
な
し
の
無
償
貸

与
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

令
和
８
年
３
月
末
ま
で
に
全

戸
配
布
を
完
了
す
る
予
定
で
す
。
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町 政 を 問 う町 政 を 問 う町 政 を 問 う
一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問

ページ 質問議員 質　問　事　項

８ 野口 久美子

　◎世界水泳選手権 2025 競泳の応援参加について
　◎ふれあいの里の入浴に対する苦情処理について
　　（次の質問は時間切れにより打ち切り）
　○特別障害者手当の周知方法について

９ 田代 　順二

　◎仲野新三郎議員の６月議会での一般質問について
　○総務省が実施した地方公共団体における各種ハラスメント対策の
　　取組状況調査結果 ( 令和 6 年 6 月 1 日現在 ) について
　○ハラスメント防止条例について

10 松本 　　登
　◎指定管理者制度を活用した施設の選定審査について
　○町内の宅地における建築基準法上の各用途地域の運用について
　○町のスプロール現象の対策について

一般質問の議事録は、
遠賀町ホームページで公開します。

◎：記事掲載あり　　○：記事掲載なし

　【９月 5 日に３人の議員が一般質問を行いました。】
　一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたり、事務の執行状況や将来に対する方針などを
尋ねたり、町への提言を行ったりすることです。

議事録検索はこちら

最新の議事録掲載には
時間がかかりますので、ご了承ください。

訂　正
※７月25日号９ページ
　「消火活動総合支援協定」は
　「消火活動相互支援協定」の誤り
　でした。
　訂正してお詫びいたします。
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町政を問う一般質問

世界水泳選手権の応援の
参加決定の主旨を尋ねる

1人でも多くの声を直接届けた
かったが、代表して現地に赴いた

応
援
を
公
費
で
出
張

し
た
大
義
名
分
は

ふ
れ
あ
い
の
里
の

入
浴
料
金
に
つ
い
て

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

町　

長

町　

長

町　

長

町　

長

町　

長

町　

長

町　

長

町　

長

のぐち　　くみこ

野口　久美子

町
外
者
が
町
内
者
と

偽
っ
て
入
浴
し
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
が
、
入
浴
料
金
の

町
内
者
と
町
外
者
は
ど
の
よ

う
に
把
握
し
て
い
る
か
。

町
内
に
在
住
す
る
こ

と
を
証
明
す
る
書
類
な
ど
の

提
示
は
行
っ
て
い
な
い
。

　

券
売
機
で
の
購
入
に
な
る

た
め
、
自
己
申
告
に
よ
る
運

用
を
行
っ
て
い
る
。

鈴
木
聡
美
選
手
の
活

自
分
は
お
金
の
話
で

は
な
く
、
し
っ
か
り
応
援
に

行
き
た
い
な
と
い
う
と
こ
ろ

で
協
議
さ
せ
て
も
ら
い
、
行

く
べ
き
と
な
っ
た
。

躍
に
対
し
て
、
当
然
応
援
は

公
費
で
行
く
べ
き
と
判
断
し

た
の
か
。

応
援
に
行
く
と
い
う

こ
と
が
、
公
費
で
出
張
す
る

こ
と
の
大
義
名
分
な
の
か
。

　
「
遠
賀
町
出
身
の
鈴

木
選
手
」
と
メ
デ
ィ
ア
で
放

送
さ
れ
る
。
町
の
発
信
を
す

る
こ
と
、
町
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
大
き
な
部
分
だ
。

議
員
に
は
「
35
万
円

を
自
費
で
応
援
に
行
き
ま
せ

ん
か
」
と
案
内
が
あ
っ
た
が
、

町
長
、
教
育
長
が
公
費
で
行
っ

た
そ
の
根
拠
は
何
か
。

当
然
、
向
こ
う
に
行

っ
て
い
る
間
の
雑
費
や
、
さ

ま
ざ
ま
な
移
動
の
交
通
費
は

自
費
で
出
し
て
い
る
。

世
界
水
泳
選
手
権
に

公
費
で
参
加
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
関
係
者
間
で
ど
の
よ

う
な
議
論
が
あ
っ
た
の
か
。

で
の
支
出
が
56
万
５
５
０
０

円
で
良
い
か
。

議
論
の
内
容
や
決
定

事
項
な
ど
に
つ
い
て
、
議
事

録
は
作
成
し
て
い
る
か
。

一
つ
で
も
多
く
の
声

援
を
届
け
た
い
と
の
総
意
か

ら
現
地
入
り
を
決
め
た
。
応

援
団
を
組
織
し
た
か
っ
た
が
、

予
算
の
範
囲
内
で
最
小
限
の

派
遣
と
な
っ
た
。

議
事
録
は
作
成
し
て

い
な
い
。

自己申告で買う利用券

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
た
世
界
水
泳
選
手
権

競
泳
の
応
援
に
町
長
と
教
育

長
が
参
加
決
定
し
た
主
旨
を

尋
ね
る
。鈴

木
聡
美
選
手
は
、

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
町
民
栄

誉
賞
を
受
賞
し
た
唯
一
の
存

在
だ
。
鈴
木
選
手
が
活
躍
す

る
た
び
「
遠
賀
町
出
身
」
と

報
道
さ
れ
、
そ
の
周
知
効
果

は
非
常
に
大
き
い
。
現
地
で

一
人
で
も
多
く
の
声
を
鈴
木

選
手
に
届
け
た
か
っ
た
が
、

代
表
し
て
現
地
に
赴
い
た
。

当
然
35
万
円
全
額
で

は
な
く
、
手
出
し
が
発
生
す

る
と
い
う
こ
と
で
議
会
に
も

声
掛
け
し
た
。

必
要
経
費
が
２
人
分

で
58
万
６
８
０
０
円
、
公
費



9 2025.10.25 遠賀議会だより No.180 ※一般質問の議事録は、遠賀町ホームページ

町政を問う一般質問

学校側は議員が「侵入」
したと考えているのか

不審に感じ誰かが侵入してきたと
考えることは正当な判断である

仲
野
議
員
の
6
月

一
般
質
問
に
つ
い
て

正
当
な
理
由
が
な
い

場
合
が
侵
入
と
な
る

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

たしろ　じゅんじ

田代　順二

仲
野
新
三
郎
議
員
が

　
「
昨
年
、
議
員
が
学
校
の
許

可
な
く
無
断
で
学
校
敷
地
内

に
侵
入
し
た
と
い
う
事
案
が

発
生
し
た
と
聞
い
て
い
る
が
、

そ
の
時
の
学
校
の
対
応
を
尋

ね
る
」
と
い
う
質
問
を
行
い
、

教
育
長
は
「
事
前
の
ア
ポ
イ

ン
ト
な
く
突
然
訪
問
さ
れ
た

事
案
が
２
件
あ
っ
た
」
と
回

答
し
た
が
、
学
校
側
は
２
件

の
事
案
を
議
員
が
「
侵
入
」

し
た
と
考
え
て
い
る
の
か
。

さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機

関
な
ど
の
方
が
学
校
へ
訪
問

さ
れ
る
場
合
、
ア
ポ
イ
ン
ト

を
取
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

議
員
が
学
校
を
訪
問
さ
れ
る

場
合
、
学
校
教
育
課
が
窓
口

と
な
り
、
訪
問
の
日
時
や
内

容
を
学
校
と
調
整
を
図
り
訪

問
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

突
然
、
学
校
に
入
ら
れ
る
と

児
童
・
生
徒
の
安
全
を
守
る

教
職
員
は
、不
審
に
感
じ
、侵

入
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
こ
と
は
危
機
に
備
え
る

た
め
の
正
当
な
判
断
で
あ
る
。

学
校
側
は
、
議
員
が

事
前
の
連
絡
な
し
に
行
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
侵
入
と
考
え

て
い
る
と
答
え
た
の
か
。

学
校
に
お
け
る
侵
入

は
、
学
校
関
係
者
以
外
が
学

校
長
の
許
可
な
く
校
地
内
に

入
る
こ
と
と
捉
え
て
い
る
。

事
前
の
連
絡
な
し
に

学
校
敷
地
内
に
入
っ
た
場
合

皆
さ
ん
、
侵
入
だ
と
学
校
は

捉
え
る
の
か
。

許
可
な
く
入
っ
て
く

る
と
侵
入
し
て
き
た
と
捉
え

る
場
合
が
あ
る
と
考
え
る
。

侵
入
と
い
う
の
は
、

他
人
の
家
な
ど
立
ち
入
る
べ

き
で
な
い
と
こ
ろ
に
無
理
に

入
り
込
む
こ
と
だ
が
、
無
理

に
議
員
は
入
っ
た
の
か
。

学
校
に
お
け
る
侵
入

に
つ
い
て
は
、
学
校
長
の
許

可
な
く
校
地
内
に
入
っ
て
来

る
こ
と
だ
と
捉
え
て
い
る
。

危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
作
っ
て
い
る
か
。
ど
う

い
う
場
合
が
侵
入
か
。

作
成
し
て
い
る
。

　
関
係
者
以
外
が
学
校
長
の

許
可
な
く
校
地
内
に
入
る
こ

と
を
侵
入
者
と
捉
え
る
。

文
部
科
学
省
の
フ
ロ

ー
チ
ャ
ー
ト
で
は
、
正
当
な

理
由
な
く
校
地
や
校
舎
に
立

ち
入
ろ
う
と
す
る
者
を
不
審

者
と
呼
ぶ
と
あ
る
。
学
校
の

対
応
と
し
て
は
、
ま
ず
、
不

審
者
か
ど
う
か
を
確
認
し
、

正
当
な
理
由
が
な
い
場
合
は

退
去
を
求
め
、
退
去
し
て
再

び
立
ち
入
っ
て
き
た
と
き
に

初
め
て
「
侵
入
」
と
い
う
言

葉
を
使
っ
て
い
る
。

　

６
月
の
教
育
長
の
回
答
は
、

議
員
は
事
前
連
絡
な
し
に
訪

問
、
要
件
を
告
げ
て
職
員
が

応
対
し
て
要
件
が
済
ん
で
い

る
よ
う
な
回
答
と
思
う
。
侵

入
に
は
な
ら
な
い
と
思
う
が
。

議
員
の
学
校
訪
問
の

際
は
、
誤
解
が
生
じ
な
い
よ

う
ま
た
、
目
的
が
果
た
さ
れ

る
よ
う
に
ル
ー
ル
に
則
っ
て

来
校
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

関係者以外が許可なく入れば侵入者か
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まつもと のぼる

松本　登

指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
の
効
果
は

指
定
管
理
者
制
度
の

審
査
方
法
に
つ
い
て

町
民
が
働
け
る
場
所

を
確
保
す
べ
き
だ

議
員

議
員

議
員

議
員

町　

長

町　

長

町　

長

町　

長

教
育
長

指定管理者制度の審査方法
を見直す考えはないか

住民サービスの最大化が目的だ。
審査方法を見直す予定はない

指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
し
、
各
公
共
施
設
を
委

託
し
て
い
る
が
、
町
直
営
と

比
較
し
て
経
費
削
減
、
町
職

員
の
削
減
の
効
果
を
尋
ね
る
。

ふ
れ
あ
い
の
里
で
は
、

約
２
０
０
万
円
と
職
員
３
人

の
削
減
に
つ
な
が
っ
た
。
お

ん
が
み
ら
い
テ
ラ
ス
に
つ
い

て
は
、
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
を
前
提
に
進
め
て
い
た

た
め
、
町
直
営
と
比
較
し
た

経
費
や
職
員
の
削
減
と
い
う

部
分
の
数
字
は
見
え
て
こ
な

い
。

遠
賀
総
合
運
動
公
園

で
は
、
約
２
０
０
万
円
と
職

員
１
人
、
任
期
付
職
員
１
人

の
削
減
。
町
立
図
書
館
で
は
、

約
１
６
０
０
万
円
と
職
員
１

人
と
任
期
付
職
員
３
人
の
削

減
と
な
っ
た
。

指
定
管
理
者
が
全
て

町
外
事
業
者
に
決
定
し
て
い

る
が
、
町
内
者
の
雇
用
促
進

や
町
内
事
業
者
優
遇
な
ど
、

地
元
企
業
の
育
成
を
す
る
べ

き
と
考
え
る
が
町
の
見
解
を

尋
ね
る
。

公
募
の
際
に
は
町
内

在
住
者
の
優
先
雇
用
や
、
町

内
事
業
者
の
優
先
的
な
発
注

に
努
め
る
仕
様
と
す
る
と
と

も
に
、
指
定
管
理
者
決
定
後

も
町
内
者
の
雇
用
優
先
や
町

内
事
業
者
へ
の
優
先
的
な
発

注
に
努
め
て
い
る
。

指
定
管
理
者
の
選
定

審
査
が
本
町
で
も
行
わ
れ
て

い
る
が
、
芦
屋
町
で
は
町
民

と
有
識
者
の
み
で
指
定
管
理

者
選
定
委
員
会
を
組
織
し
て

い
る
。
岡
垣
町
と
本
町
は
執

行
部
が
入
っ
た
委
員
会
だ
が
、

芦
屋
町
の
場
合
だ
と
、
公
募

を
せ
ず
に
業
者
を
選
定
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
そ
う
だ
。
今

後
、
本
町
で
も
審
査
方
法
の

見
直
し
を
検
討
す
る
考
え
は

な
い
か
尋
ね
る
。

本
町
で
も
施
設
利
用

者
と
有
識
者
で
構
成
さ
れ
る

指
定
管
理
者
選
定
審
査
会
を

設
置
し
、
候
補
者
の
選
定
を

行
っ
て
い
る
。

　

非
公
募
と
す
る
と
、
競
争

性
と
透
明
性
が
失
わ
れ
る
だ

け
で
は
な
く
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
も
低
下
す
る
可
能
性
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
審
査

方
法
を
見
直
す
予
定
は
な
い
。

地
元
企
業
や
町
と
関

係
あ
る
組
織
を
育
成
強
化
す

る
こ
と
や
、
将
来
、
み
ん
な

が
勤
め
る
場
所
を
作
る
た
め

に
ど
う
す
る
か
、
そ
う
い
う

観
点
で
評
価
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

町
民
が
働
け
る
場
所

を
確
保
す
べ
き
と
い
う
の
は
、

当
然
念
頭
に
置
い
た
中
で
、

指
定
管
理
者
を
選
定
す
る
中

に
お
い
て
も
強
く
発
信
し
て

い
る
。
雇
用
に
つ
い
て
も
、

指
定
管
理
業
者
に
引
き
続
き

お
願
い
は
し
て
い
き
た
い
。

指定管理者が管理する総合運動公園
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傍
聴
者
の
声

傍
聴
者
の
声

傍
聴
者
の
声

設
備
に
関
す
る

　
　
　
　
要
望
の
回
答

３
人
の
質
問
は
内
容
の
深

い
も
の
で
、
長
時
間
集
中
で
き

ま
し
た
。
町
民
の
声
を
届
け
て

く
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。

　

９
月
定
例
会
に
は
、
延
べ
34

人
が
傍
聴
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

傍
聴
者
の
声
を
一
部
紹
介
し
ま

す
。

議
員
に
は
、
町
の
た
め
に

新
し
い
考
え
を
持
っ
て
行
動
し

て
ほ
し
い
。

質
問
者
は
質
問
内
容
を
事

前
に
整
理
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
進

行
に
努
め
て
ほ
し
い
。

今
回
の
一
般
質
問
は
３
人

だ
っ
た
。
多
く
の
議
員
の
一
般

質
問
を
期
待
し
て
い
る
。

議
員
の
質
問
に
対
し
、
的

確
な
答
弁
が
な
か
っ
た
よ
う
に

感
じ
た
。

町
長
、
議
員
の
や
り
と
り

を
聞
い
て
納
得
い
く
こ
と
も
、

い
か
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

こ
れ
か
ら
に
期
待
し
た
い
。

活
発
だ
っ
た
が
、
発
言
者

も
少
な
く
温
度
差
が
あ
る
。
全

員
参
加
で
盛
り
上
げ
て
ほ
し
い
。

深
く
細
か
い
追
求
も
必
要
。

▼
議
場
の
エ
ア
コ
ン
に
つ
い
て

　

今
年
度
中
に
改
修
工
事
が
予

定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
傍
聴
席

を
含
む
議
場
内
の
温
度
は
改
善

が
見
込
ま
れ
ま
す
。

▼
議
会
の
録
画
配
信
に
つ
い
て

　

現
在
ラ
イ
ブ
中
継
し
て
い
る

映
像
の
編
集
作
業
（
発
言
の
取

り
消
し
や
秘
密
会
と
さ
れ
た
会

議
の
映
像
の
削
除
な
ど
）
が
必

須
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
実
施

し
て
い
る
近
隣
自
治
体
の
調
査
・

研
究
な
ど
を
行
い
、
慎
重
に
検

討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

第
二
常
任
委
員
会

第
二
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
学
校
訪
問

　
　
　
　
　
学
校
訪
問

　

９
月
30
日
、
第
二
常
任
委
員

会
で
町
内
の
小
中
学
校
の
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

　

学
校
の
経
営
や
運
営
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
各
学
校
長
よ
り

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
育
成
す

る
子
ど
も
の
姿
や
目
指
す
学
校

像
、
教
師
像
に
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
む
先
生
方
の
姿
勢
に
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

電
子
黒
板
が
全
ク
ラ
ス
で
活

用
さ
れ
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で

は
結
果
が
す
ぐ
に
反
映
さ
れ
て

お
り
、
効
果
的
な
授
業
運
営
が

な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
将
来
ど
ん
な

大
人
へ
と
成
長
し
て
い
く
の
か
、

楽
し
み
で
す
。

授業見学の様子
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９
月
８
日
よ
り
、
決
算
特
別

委
員
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
数

字
に
向
き
合
う
日
々
と
な
り
、

改
め
て
、
責
任
の
重
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
伸
び
が
大

き
く
、
財
政
を
支
え
る
柱
と
な

り
、
地
域
に
還
元
さ
れ
る
姿
を

見
る
と
、
制
度
の
力
を
実
感
し

て
い
ま
す
。

　

税
金
の
使
い
方
を
見
届
け
る

の
は
、
議
員
と
し
て
の
大
切
な

務
め
で
す
。
暮
ら
し
の
隅
々
に

届
く
よ
う
に
、
目
を
光
ら
せ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
暑
さ
が
続
き
ま

す
が
、
皆
さ
ま
も
体
調
に
お
気

を
付
け
て
、
残
暑
を
乗
り
切
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

野
口　

久
美
子

　
　
　
　
　

野
口　

久
美
子
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　委　　員　野口　久美子　委　　員　野口　久美子
　　　　　　田代　順二　　　　　　田代　順二
　　　　　　松本　登　　　　　　松本　登
　　　　　　萩尾　修身　　　　　　萩尾　修身
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日　程 本会議・委員会等

8月21日  1 期目議員等研修会
8月25日  議会運営委員会

8月27日  町村議会常任・議会運営委員会
 委員長、副委員長研修会

9月1日  デマンドバス出発式

9月2～17日  9 月定例会

9月4・17・29日  議会広報常任委員会

9月26～28日  第34回全国市町村交流レガッタ

9月30日  第二常任委員会学校訪問

10月2～3日  遠賀郡町議会議長会行政視察

10月1・9・15日  議会広報常任委員会

10月17日  志免町議会視察受入

10月20日  遠賀郡町議会議長会議員研修会

10月23～24日  第一・二常任委員会行政視察

駅みなみ　第１期引き渡し状況視察
　９月 17日（水）全議員で遠賀川駅南開発現場
に第１期引き渡し状況の視察に行きました。
　電気・ガス、道路や水路などのインフラ整備が
進んでいる様子が確認できました。
　10月 1日（水）には、38区画がハウスメーカー
６社に引き渡され、いよいよ駅みなみに住宅がで
きます。
　集合住宅・戸建住宅合せて 753 世帯、人口
1700 人を想定した新しいまちづくりを目指して
いるとのことです。
　今後も事業の進

しん

捗
ちょく

を確認し、議会として注視し
てまいります。

デマンドバス出発式
　９月１日（月）から遠賀町デマンドバス有
償実証運行が開始されました。
　同日、デマンドバス出発式が、ゆめタウン
遠賀にて開催されました。

第 34 回全国市町村
交流レガッタ豊岡大会

　令和７年９月 27日（土）、28日（日）に
兵庫県豊岡市で全国市町村交流レガッタ大会
が開催され、議会チームとして参加しました 
（議会議員の部　全 27クルー）。
 　初日の予選では、他艇を引き離し１位で
ゴール。議会チーム史上初めて決勝進出を果
たしました。２日目の決勝戦。全国１位が決
まる緊張感のある中でのスタート。
　２００ⅿまでは全艇互角の勝負でしたが、
中盤から徐々に離され、結果６位で終わりま
した。昨年の成績が全国８位、今年の成績は
全国６位。来年は表彰台を目指して、練習に
励みます。

議会の活動（ 8 月～ 10 月 ）

利便性の向上が期待されるデマンドバス

初めて決勝に進んだ議会チーム

土地区画整理組合理事長から説明を受ける議員


